
芸能大会とスポーツの大会
生きがい発表の場である芸能大会と、

爽やかな汗光るスポーツの大会。

みなさんのご参加

ありがとうございました。

（３～４頁に関連記事）

シニア健康フェスタ東京に参加

中友連
ゲートボール大会　始球式

中友連
グラウンド・ゴルフ大会

中友連　輪投げ大会

今
年
も

よ
ろし
くお願い

し
ま
す
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シニア大学で祝辞を述べる酒井区長

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
31
年
の
新

春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
７
月
豪
雨
や
大
阪
府
北
部

地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
災

害
が
多
数
発
生
し
、
大
き
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
地
元
の
方

が
、
異
口
同
音
に
「
ま
さ
か
こ
こ
で
…
、

長
年
暮
ら
し
て
き
て
初
め
て
の
こ
と

…
」
と
話
さ
れ
る
様
子
を
目
に
し
て
、

災
害
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
、
と
誰
も
が
知
っ
て
は
い
て
も
、
わ

が
身
に
置
き
換
え
て
備
え
る
こ
と
の
難

し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

友
愛
ク
ラ
ブ
の
皆
様
は
、
地
域
で
の

交
流
や
仲
間
づ
く
り
、
お
互
い
を
助
け

合
う
関
係
づ
く
り
に
向
け
て
、
積
極
的

に
友
愛
・
社
会
奉
仕
活
動
や
健
康
増
進
・

生
き
が
い
を
高
め
る
活
動
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
平
常
時
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
い
ざ
と
い
う
時
に
も
、

お
一
人
お
ひ
と
り
の
、
安
全
、
安
心
に

結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
心
強
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
か

れ
ま
し
て
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

推
進
プ
ラ
ン
会
議
に
参
画
さ
れ
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
特
に
友

愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
代
表
す
る
事
業
で

も
あ
る
シ
ニ
ア
大
学
で
は
例
年
第
１
回

目
に
「
支
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実

施
し
、
少
子
高
齢
社
会
の
課
題
や
各
種

の
取
組
み
事
例
等
に
つ
い
て
、
深
く
学

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
友
愛
ク
ラ
ブ
の
取
組
み

は
、
地
域
に
お
け
る
見
守
り
支
え
あ
い

活
動
な
ど
高
齢
者
の
孤
立
防
止
の
大
き

な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
あ
た
り
、
友

愛
ク
ラ
ブ
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
培
っ

た
知
識
や
経
験
を
磨
か
れ
、
地
域
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
野
区
友

愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展

と
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
に
よ
せ
て

中
野
区
長
　

酒
井
　
直
人

ご
あ
い
さ
つ
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東京都知事表彰

◆優良老人クラブ 栄寿会

東京都老人クラブ連合会会長表彰

◆優良老人クラブ

東四クラブ 東部長寿会

◆会員増強運動奨励賞

多田長生クラブ 東四クラブ 上高田和楽会

東郷長寿会

東鳳クラブ

南台さくら会

ときわぎ会

小淀あづま会

栄二桜栄会

野方北こぶし会

芸能大会での表彰式

会場は多くの人が訪れました

当日はコーラスグループ

「ボニージャックス」がオンステージ

第56回芸能大会第32回東京都老人クラブ大会

華やかに開催　表彰も実施受賞クラブ多数

より一層の活躍に期待 11 月 15 日（木）、なかのＺＥＲＯ大ホー

ルにおいて、第 56回芸能大会が開催されま

した。当日、大会には 40もの団体が参加し、

日頃の練習の成果を発揮しました。

また、大会では表彰が行われ、今年度より

新たに地区友愛クラブ連合会団体表彰とし

て、次のクラブが功績を称えられました。お

めでとうございます。

11月12日（月）、文京シビックセンターにおいて、第

32回東京都老人クラブ大会が開催されました。

式典において、老人クラブ活動への貢献が顕著な次のク

ラブが表彰されました。おめでとうございます。

◆地区友愛クラブ連合会団体表彰

相生喜楽会（弥生地区）
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◆
第
50

回

　
中
友
連
秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
植
松
氏
（
亀
扇
会
）
が
優
勝

９
月
10
日
（
月
）
、
妙
正
寺
公
園
運
動

広
場
に
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大

会
が
開
催
さ
れ
、
28
ク
ラ
ブ
１
６
８
人

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。
髙
山
会
長

の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
来
賓
の
方
々
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
始
球
式
が
あ
り
、
競

技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

優
　
勝　

亀
扇
会

 

植
松　

義
則
（
23
打
）

準
優
勝　

江
古
田
一
丁
目
老
盛
会

 

�
�田　

勝
之
（
23
打
）

３
　
位　

江
古
田
一
丁
目
老
盛
会

 

矢
島
晋
之
輔
（
24
打
）

 

（
敬
称
略
）

の
方
々
の
あ
い
さ
つ
と
始
投
式
の
後
、

競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

優
　
勝　

幸
寿
会
（
Ａ
）　

６
０
７
点

準
優
勝　

福
寿
会
（
Ａ
）　

５
８
０
点

３
　
位　

大
和
友
愛
会　

５
３
２
点

４
　
位　

小
滝
泉
会　
　

５
２
７
点

【
高
得
点
賞
】

・
男
性

１
位　

田
中
開
介
（
小
滝
泉
会
）

 

１
７
８
点

２
位　

安
藤
達
之
（
大
和
友
愛
会
）

 

１
６
１
点

３
位　

大
川
輝
男
（
幸
寿
会
）

 

１
５
２
点

・
女
性

１
位　

滝
口
愛
子
（
老
盛
会
）

 

１
６
０
点

２
位　

江
原
泰
子
（
幸
寿
会
）

 

１
５
２
点

３
位　

小
沢
恵
美
子
（
沼
袋
け
や
き
会
）

 

１
３
５
点

 

（
敬
称
略
）

◆
第
72

回

　
中
友
連
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
雨
に
も
寒
さ
に
も
負
け
ず

　
　
白
熱
の
戦
い

10
月
５
日
（
金
）
、
妙
正
寺
川
公
園
運

動
広
場
に
て
、
12
ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
髙

山
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
そ
し
て
来
賓
の

方
々
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
競
技
が
始
ま

り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
大
変
寒

く
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
寒
さ
に
負
け

ず
、
白
熱
の
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
最
後

ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

総
合
優
勝　

隣
友
会

◆
第
９
回
中
友
連
輪
投
げ
大
会

　
39
ク
ラ
ブ
熱
戦
を
展
開

10
月
16
日
（
火
）
、
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
て
39
ク
ラ
ブ
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
髙
山
会
長
、
そ
し
て
来
賓

体

育

部
体
育
部
長
　

大
川
　
輝
男

中
友
連
女
性
部
行
事
に
い
つ
も
ご
協

力
、
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。女
性
部
は
東
京
都
老
人
ク
ラ
ブ
連

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

ご
用
意
し
て
ま
す

合
会
女
性
部
も
兼
ね
て
お
り
ま
す
の
で
、

何
か
と
行
事
が
多
い
の
で
す
が
、
新
年
度

の
大
ま
か
な
行
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７
月
16

日
（
火
）

中
友
連
女
性
部
大
会

 

（
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
小
ホ
ー
ル
）

８
月
中
旬

女
性
部
会
議
（
中
野
区
役
所
）

９
月
中
旬

女
性
部
レ
ク
ダ
ン
ス
練
習
会

 
（
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

そ
の
他
、
杉
並
区
、
豊
島
区
、
板
橋

区
、
練
馬
区
で
東
老
連
レ
ク
ダ
ン
ス
練
習

等
あ
り
ま
す
（
日
程
は
未
定
）。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

女

性

部
女
性
部
長
　

小
見
山
　
世
津
子
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映
画
「
燦
・
燦
」
の
チ
ラ
シ
の
中
に

『「
77
歳
、
婚
活
中
」、
笑
い
と
感
動
の

「
オ
ト
ナ
恋
愛
映
画
」
誕
生
！
』
と
の

見
出
し
が
あ
っ
た
。
内
心
「
え
っ
」
と

の
思
い
で
観
賞
し
た
。

「
た
ゑ
」
に
は
、
ご
主
人
と
の
10
年

間
の
看
病
の
末
の
別
れ
が
あ
っ
た
。
そ

新
し
い
価
値
観
に
ふ
れ
る

平
成
30
年
度
の
奉
仕
部
の
活
動
も
、

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

毎
年
皆
様
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
一

円
玉
募
金
も
、
16
万
９
０
６
０
円
に
な
り

ま
し
た
。

約
半
分
の
８
万
円
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
残
り

は
い
つ
も
の
よ
う
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

災
害
等
の
た
め
に
備
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
の
被

災
地
に
東
老
連
を
と
お
し
て
10
万
円
寄

の
後
、
仲
の
良
い
友
達
に
囲
ま
れ
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
生
活
。
何
が
不
足
な
の

か
、
何
が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

毎
日
を
地
域
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
そ
の

他
の
活
動
の
中
で
、
へ
と
へ
と
に
な
っ
て

い
る
私
に
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
確
か
に
た
ゑ
が
、「
淡
々
と
日
々

を
生
き
る
こ
れ
か
ら
を
、
い
き
い
き
と
生

き
る
人
生
に
し
た
い
」「
明
日
を
希
望
で

輝
か
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
は
、
少
な
か

ら
ず
分
か
る
気
が
す
る
。
し
か
し
、
な
ぜ

そ
の
思
い
が
婚
活
に
な
る
の
か
…
。

ご
参
加
で
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
い
い
映
画
を
上
映
で
き
る

よ
う
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
あ
た
た

か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
十
人
十
色
」「
百
人
百
態
」
と
は
よ

く
言
っ
た
も
の
で
、
た
ゑ
の
よ
う
な
婚

活
に
人
生
を
求
め
る
方
々
が
少
な
か

ら
ず
お
ら
れ
る
こ
と
を
、
こ
の
映
画
を

と
お
し
て
知
り
、
自
身
の
考
え
を
改
め

て
反
省
す
る
次
第
で
あ
る
。

幸
い
に
も
た
ゑ
は
、
佳
き
伴
侶
に
巡

り
合
い
、
め
で
た
し
、
め
で
た
し
で
終

わ
る
。
何
に
か
が
や
き
を
求
め
る
か
は

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、「
人
生
は
毎
日
が

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
」
で
す
ね
…
よ
い
言

葉
で
す
。

東
郷
長
寿
会
　

豊
田
　
明
香

ご
協
力
に
感
謝

付
い
た
し
ま
し
た
。

タ
オ
ル
・
雑
巾
も
昨
年
ま
で
は
６
カ
所

で
し
た
が
、
今
年
は
７
カ
所
の
施
設
に
お

届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま

と
て
も
喜
ん
で
く
だ
さ
り
、
感
謝
の
お
手

紙
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

映
画
鑑
賞
会
「
燦
・
燦
」
も
、
満
席
の

奉

仕

部
奉
仕
部
副
部
長
　

小
俣
　
ふ
じ
子

1 円玉募金 仕分けのようす

タオル・雑巾の募集

映画の感想を
聞きました！
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４
回
目
の
リ
ズ
ム
体
操
を
実
施

30
年
度
第
４
回
目
の
リ
ズ
ム
体
操
を

11
月
２
日
（
金
）
、
１
時
30
分
よ
り
野
方

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
３
階
で
開
催
し
ま

し
た
。

新
井
・
沼
袋
地
区
に
代
わ
り
初
め
て

野
方
・
大
和
地
区
で
リ
ズ
ム
体
操
を
開

催
す
る
ま
で
、
地
区
連
の
石
田
会
長
に

は
、
面
倒
な
手
続
き
等
を
快
く
相
談
に

の
っ
て
い
た
だ
き
、
結
果
、
リ
ズ
ム
体

操
活
動
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

第
４
回
目
の
リ
ズ
ム
体
操
も
、
い
つ

も
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
始
ま

り
、
そ
の
後
、
赤
星
先
生
の
ご
指
導
に

よ
り
、
少
し
ば
か
り
世
間
話

を
さ
れ
、
そ
の
話
を
聞
い
て

み
な
さ
ん
は
体
の
緊
張
が

解
け
て
、
和
や
か
な
気
持
ち

で
リ
ズ
ム
体
操
に
入
り
ま

し
た
。

今
回
の
最
初
の
テ
ー
マ

は
秋
の
歌
特
集
で
「
ち
い
さ

い
秋
見
つ
け
た
」
、
「
旅
愁
」
、

「
里
の
秋
」
、
「
ヤ
ン
グ
マ

ン
」
、「
故
郷
」
、
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
と
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ズ
ム
体
操
も
、
和
や
か
な

気
持
ち
で
、
皆
様
の
脳
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

皆
様
方
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

健

康

推

進

部

健
康
推
進
部
長
　

金
崎
　
敏
保

シ
ニ
ア
大
学
を
終
え
て

教

養

部
教
養
部
長
　

松
本
　
克
二

「
シ
ニ
ア
大
学
」
は
、
11
月
20
日
（
火
）

の
閉
校
式
な
ら
び
に
落
語
会
で
全
て
の

予
定
を
つ
つ
が
な
く
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
度
よ
り
、
旧
「
老
人
大
学
」
を

「
シ
ニ
ア
大
学
」
に
改
称
し
、
会
場
を
発

展
的
に
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
に

移
し
、
同
時
に
町
会
連
合
会
様
の
ご
協

力
の
も
と
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
も
大
勢

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
友
愛
ク
ラ
ブ
が
町
会
・
自
治
会
と

連
携
し
た
「
地
域
活
動
」
の
大
き
な
架

け
橋
に
繋
が
っ
た
も
の
と
確
信
し
ま
し

た
。次

年
度
の
「
シ
ニ
ア
大
学
」
の
日
程

を
、
表
の
と
お
り
予
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

第54期シニア大学日程表

内容は、全講座確定後ご案内します。日程
につきましては、各クラブならびに地区連
合会事業と調整につきよろしくお願いいた
します。

第１回 6 月 4 日

第２回 7 月 2 日

第３回 9 月 10 日

第４回 10 月 9 日

第５回 11 月 7 日元気に鈴を持って体操

音楽に合わせて

体を動かす

第 96 号 会　　　　報 （6）



地域活動の活性化に向けて
～地域の推進役として活性化を目指す～

地域活動支援推進委員会事務局　松本　克二

◆超高齢化社会への向き合い

2025 年を節目とするますますの超高齢

化社会への進化を背景に、平成 27年、厚

労省の肝いりで「地域包括ケアシステム」

の推進が活発になってきた。

中野区では、既に町会・自治会で「見守

り支えあい活動」が行われていたが、地域

包括ケアシステムの推進を契機に、私たち

中野区友愛クラブ連合会（以下中友連）も

主体者としての関わりが求められるように

なった。時を同じく、東京都老人クラブ連

合会の要請による「高齢者支援活動モデル

事業」の様々な取組みを経て学んだ結論

は、支えあい見守り活動は、高齢者の生活

現場つまり地域の中に根付いていくべきで

あり、地域の友愛クラブこそその格好の拠

点ではないかという気付きであった。そし

て平成30年度、中友連の組織に懸案であっ

た「地域活動推進部」の新設が実現し、そ

のエンジンが始動した。

◆地域活動支援とは？

地域活動支援の具体例としては、現在中

友連主催事業の一部を地区連合会（以下地

区連）の主体性に委ねる。これにより、現

状の地域定例事業とともに、地域の特性を

生かしたキメの細かい活動が可能になる。

何より地域ならではの利便性は、潜在参加

者の発掘に繋がる。

単位クラブは、高齢者の居場所として最

も身近であり、その魅力づくりが必要とな

る。地区連の組織がその推進役として、有

益な情報提供や指導的立場で単位クラブを

支援することが重要な役割になる。さらに

中友連は地区連と連携を強め、運営・活動

を支援する。具体的には地区連の事業実施

に際し、企画・運営の人的支援はもとより、

活動費用については助成制度を適用する。

◆そこで、サポーター制度の導入

地域活動が着実に定着・発展するために、

人的資源の確保が不可欠であることは前述

の通り。

今後、地区連との関係づくりの中で、友

愛クラブ活動に有効なノウハウの持ち主

や、ボランティアに意欲的な人材を発掘し、

サポーターとしてプールする。サポーター

は中友連共有の人的資産として、地区活動

の中心的立場はもとより中友連の事業にも

携わる。

地区連・単位クラブ会長の皆様のご理解

をお願いします。
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磨いた技を披露

９
月
22
日
（
土
）
、
区
立
塔
山
小
学
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
「
東
部
演
芸
大

会
」
は
、
中
友
連
会
長
、
塔
山
小
学
校

長
、
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
長
、

中
部
す
こ
や
か
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
、

東
中
野
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
、
十
四
町
会
長
の
ご
臨
席
の
も
と
、

参
加
者
三
百
余
名
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

12
月
７
日
（
金
）
午
後
１
時
半
か
ら
、

弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
弥
生
地

区
老
連
と
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
共
催

の
健
康
講
演
会
を
開
催
し
た
。

講
演
会
は
今
回
で
19
回
と
な
る
が
、

中
友
連
の
「
地
域
活
動
強
化
」
の
新
た

老
若
男
女
が

芸
の
華
咲
か
す

健
康
寿
命
を
延
ば
す

フ
ム
フ
ム
話

東
部
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

小
淀
あ
づ
ま
会
　

早
川
　
一
雄

弥
生
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

向
寿
会
　

丸
　
嘉
久

こ
の
演
芸
大
会
は
、
東
部
地
区
活
動

セ
ン
タ
ー
管
内
の
七
つ
の
友
愛
ク
ラ
ブ

（
寿
親
和
会
、
東
部
長
寿
会
、
紅
梅
会
、

氷
川
芙
蓉
会
、
睦
寿
会
、
寿
さ
く
ら
会
、

小
淀
あ
づ
ま
会
）
の
連
合
会
が
主
催
し
、

各
ク
ラ
ブ
お
よ
び
高
齢
者
会
館
で
日
ご

ろ
活
動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
（
ド
レ
ミ

の
会
、
宮
園
カ
ラ
オ
ケ
火
曜
会
）
か
ら

１
年
間
研
鑽
を
重
ね
た
「
合
唱
、
踊
り
、

手
話
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
等
の
演

芸
を
発
表
す
る
大
会
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
子
供
た
ち
、
塔
山
小

学
校
の
生
徒
に
よ
る
「
金
管
バ
ン
ド
」

キ
ッ
ズ
、
プ
ラ
ザ
塔
山
の
「
ハ
ン
ド
ベ

ル
」
、
さ
く
ら
館
三
味
線
ク
ラ
ブ
の
「
合

な
方
針
を
意
識
し
、
い
っ
そ
う
の
充
実

を
も
く
ろ
ん
で
実
施
し
た
。

健
康
寿
命
と
は
、
お
迎
え
が
来
る
ま

で
の
年
齢
が
基
準
の
平
均
寿
命
と
違
っ

て
、
元
気
で
動
け
る
年
齢
を
示
す
も
の

と
言
わ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
健
康
寿

命
の
全
国
平
均
は
男
性
は
72
・
17
歳
、

女
性
が
74
・
79
歳
で
、
今
後
こ
れ
を
３
・

５
歳
延
ば
す
方
針
の
由
。
そ
こ
で
今
回

の
講
演
会
は
、
健
康
寿
命
に
着
目
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

奏
」
と
、
地
域
と
の
交
流
と
し
て
、「
実

践
学
園
中
学
・
高
等
学
校
合
唱
部
」
と

「
中
野
坂
上
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

の
演
奏
が
華
を
添
え
、
大
い
に
盛
り
上

が
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
熱
心
な
声
掛
け

や
ポ
ス
タ
ー
の
効
果
も
あ
り
、
当
初
予

定
の
70
名
を
30
名
以
上
も
オ
ー
バ
ー

し
、
会
場
は
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

講
師
は
本
町
５
丁
目
の
中
村
診
療
所

の
医
師
で
、
訪
問
診
療
の
先
駆
者
、
中

村
洋
一
先
生
。
映
像
を
使
っ
て
の
中
村

先
生
の
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
演

に
、
終
始
明
る
い
笑
い
声
が
漏
れ
て
い

た
。誌

面
の
都
合
上
、
講
演
の
要
旨
を
記

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
健
康
寿
命
を

地

区

活

動

コ

ー

ナ

ー
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晴天のもとホールインワン狙う

時勢にのっとった講演会を実施

鷺
宮
・
上
鷺
宮
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
年
間
事
業
予
定
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
記
録
会
が
あ
り
ま

す
。
春
と
秋
の
２
回
活
動
が
あ
り
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
今
年
度

は
す
で
に
、
鷺
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
回
目
の
春
も
、
２
回
目
の
秋
も
、

鷺
友
連
の
単
位
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
い

つ
も
大
勢
大
会
に
参
加
さ
れ
、
鷺
友
連

の
会
長
と
し
ま
し
て
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
今
回
も
皆
さ
ん
は
、
体
で
覚
え

ら
れ
た
ゴ
ル
フ
を
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

今
年
度
２
回
目
の
大
会
は
、
鷺
宮
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
10
月
30
日
（
火
）
、
午
前

ス
ポ
ー
ツ
事
業
に
注
力

鷺
宮
・
上
鷺
宮
地
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
白
鷺
長
寿
会
　

金
崎
　
敏
保

10
時
よ
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
単
位

ク
ラ
ブ
の
中
か
ら
５
名
程
度
の
会
員
が

選
手
と
し
て
、
一
生
懸
命
プ
レ
ー
に
励

ま
れ
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
準
備
す
る

役
員
さ
ん
、
コ
ー
ス
を
作
る
役
員
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
。
大
会
当
日
は
非

常
に
天
気
が
良
く
、
上
着
を
脱
ぐ
選
手

の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

さ
あ
、
プ
レ
ー
の
時
間
で
す
。
皆
さ

ん
の
顔
は
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し
た

ね
。記

録
会
も
段
々
と
終
了
の
時
間
。
本

日
の
ス
コ
ア
の
計
算
に
入
り
、
笑
っ
て

い
る
方
、
渋
い
顔
を
し
て
い
る
方
が
い

て
、
今
日
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は

お
遊
び
で
す
よ
と
皆
さ
ま
方
に
声
を
か

け
て
あ
げ
ま
し
た
。

優
勝
、
２
等
、
３
等
、
５
等
、
７
等
、

10
等
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
を
発
表
し
、
皆
様

方
笑
顔
。
鷺
友
連
の
今
年
度
の
２
回
目

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
も
無
事

延
ば
す
コ
ツ
」
に
つ
い
て
参
考
ま
で
に

記
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

① 

よ
く
食
べ
、
よ
く
遊
び
、
よ
く
笑

う
こ
と　

② 

い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル

や
地
域
の
活
動
に
参
加
し
よ
う　

③ 

食
事
は
大
切
な
生
き
る
力
、
一
食
一
食

を
大
切
に　

④ 

頭
と
体
を
使
い
ま

し
ょ
う　

⑤ 

人
生
の
最
終
段
階
を
ど

う
過
ご
す
か
を
普
段
か
ら
考
え
ま
し
ょ

う
ち
な
み
に
出
席
者
全
員
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
率
は

な
ん
と
８
割
で
、
「
大
変
良
か
っ
た
・
良

か
っ
た
」
が
９
割
以
上
に
上
り
、
中
友

連
事
業
の
地
区
移
管
の
効
果
が
大
な
る

こ
と
を
痛
感
し
た
。

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
は
鷺
友
連
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
事
業
活
動
に
力
を
入
れ
て
、
単
位

ク
ラ
ブ
10
ク
ラ
ブ
、
ど
な
た
で
も
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん

に
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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清掃で地域に貢献

上
高
田
寿
ク
ラ
ブ
は
、
上
高
田
地
区

友
愛
会
の
担
当
に
な
り
、
久
し
ぶ
り
に

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

◎
８
月
24
日
（
金
）
に
、
野
方
警
察
の

援
助
で
防
犯
研
修
会
を
開
催
。
36
名
が

久
し
ぶ
り
の
活
動
に

評
価
の
声

5　

上
高
田
寿
ク
ラ
ブ

本
郷
　
得
治

亥
（
猪
）
年
を
迎
え
て

19　

野
方
北
原
寿
会高

見
沢
　
昇

今
年
は
十
二
支
最
後
の
亥
年
で
、
５

月
の
皇
位
継
承
に
よ
り
平
成
の
年
号
が

か
わ
り
ま
す
。

亥
年
生
ま
れ
は
進
取
の
気
性
に
富

み
、
勇
猛
果
敢
で
初
心
貫
徹
を
目
指
し

ま
す
が
、
独
断
専
行
で
判
断
を
誤
る
こ

と
も
あ
る
の
で
注
意
す
べ
き
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
は
豚
の
先
祖
で
、
中
国
の

豚
肉
料
理
に
「
猪
」
の
文
字
が
入
り
ま

す
。
中
国
文
学
の
「
西
遊
記
」
に
出
て

く
る
「
猪
八
戒
」
は
豚
の
化
身
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
、
源
頼
朝
が
富
士
の
裾

野
の
巻
狩
を
行
っ
た
と
き
、
突
進
す
る

手
負
猪
に
「
仁
田
四
郎
」
が
飛
び
乗
っ

て
退
治
し
た
物
語
が
あ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
、
「
猪
突
猛
進
」
「
滅
私
奉

公
」
の
「
猪
武
者
」
は
武
士
の
誇
り
で

し
た
。
し
か
し
、「
長
篠
の
戦
」
で
武
田

の
「
騎
馬
軍
団
」
が
織
田
・
徳
川
の
「
鉄

砲
軍
団
」
の
近
代
戦
に
敗
れ
た
こ
と
は

思
慮
分
別
を
欠
い
た
戦
術
の
結
果
で
自

戒
す
べ
き
で
す
。

最
近
、
里
山
の
荒
廃
の
た
め
か
、
餌

を
求
め
て
野
生
の
動
物
が
住
宅
地
に
出

没
す
る
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
ま
す
。
牙

を
持
つ
猪
が
子
の
う
り
坊
を
連
れ
て
、

人
家
に
近
寄
る
の
で
危
険
を
感
じ
ま

す
。

参
加
。
振
り
込
め
サ
ギ
問
題
を
実
演
し

て
、
「
分
か
り
や
す
く
た
め
に
な
っ
た
」

と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
10
月
30
日
（
火
）
の
中
友
連
日
帰
り

旅
行
に
は
41
名
（
バ
ス
１
台
）
が
参
加
。

久
し
ぶ
り
に
地
区
が
結
束
し
て
と
り
く

み
、
楽
し
か
っ
た
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

仲
間
と
し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。

◎
社
会
奉
仕
は
、
10
月
13
日
（
土
）
に

上
高
田
五
丁
目
公
園
を
10
名
で
清
掃
し

ま
し
た
。
児
童
館
の
職
員
か
ら
感
謝
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
も
い
て
、
一
緒
に
き

れ
い
に
し
ま
し
た
。

第 96 号 会　　　　報 （10）



新宿を散歩してお地蔵様に出会う

新
宿
３
丁
目
一
人
歩
き

29　

亀
扇
会　

志
田
　
久
松

今
年
度
の
税
務
署
の
申
告
が
、
新
宿

南
口
に
移
っ
た
と
聞
い
て
あ
ち
こ
ち
尋

ね
て
た
ど
り
着
い
た
。
帰
り
道
は
新
宿
東

口
方
面
を
歩
い
た
。
反
対
周
り
の
せ
い

か
、
ま
る
で
方
向
が
分
か
ら
な
い
。
新
宿

駅
と
逆
方
向
に
歩
い
て
い
た
。

そ
れ
以
来
毎
日
、
丸
の
内
線
で
、
中
野

新
橋
駅
か
ら
新
宿
３
丁
目
駅
で
下
車
し
、

靖
国
通
り
に
出
て
、
あ
ち
こ
ち
足
の
向
く

ま
ま
気
の
向
く
ま
ま
９
月
末
ま
で
歩
き

散
策
し
つ
づ
け
た
。

そ
の
せ
い
か
２
丁
目
か
ら
１
丁
目
に

か
け
て
漠
然
と
道
の
様
子
が
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
道
路
に
面
し
た
と
こ

ろ
に
コ
ー
ヒ
ー
店
（
ベ
ロ
ー
チ
ェ
）
が
あ

る
。
こ
こ
を
根
城
に
近
く
を
散
策
し
た
。

近
く
に
石
の
六
地
蔵
さ
ま
が
祀
ら
れ
て

い
る
。

道
路
の
向
か
い
に
は
玄
海
と
い
う
料

理
屋
。
そ
の
先
に
東
京
医
科
大
学
。
そ
こ

か
ら
バ
ッ
ク
し
て
、
歩
い
て
御
苑
前
に
出

る
と
昭
和
の
初
め
こ
ろ
の
建
物
か
、
御
苑

の
樹
木
林
と
マ
ッ
チ
し
た
明
治
時
代
の

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
風
な
感
じ
の
パ
ス
タ
の

店
が
あ
っ
た
。

次
の
日
、
女
房
を
連
れ
て
早
速
行
っ
て

み
た
。
昔
を
偲
ば
せ
る
懐
か
し
い
建
物
。

し
ば
ら
く
し
て
席
も
満
席
に
な
り
、
お
い

し
い
店
だ
っ
た
。
新
し
い
発
見
だ
っ
た
。

猪
肉
は
「
ぼ
た
ん

鍋
」
と
し
て
、
昔
か

ら
賞
味
さ
れ
ま
し

た
。
猪
と
豚
を
交
配

さ
せ
た
「
い
の
ぶ
た
」

料
理
は
、
伊
豆
の
食

堂
で
食
べ
て
、
美
味

で
あ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

白
寿
を
迎
え
た
私
に
と
っ
て
、
栄
養

満
点
の
食
生
活
に
気
を
つ
け
、
人
と
積

極
的
に
交
流
し
、
孤
独
と
な
ら
な
い
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

相
生
喜
楽
会
秋
の
親
睦
研
修
旅
行

を
、11
月
５
～
６
日
に
行
い
ま
し
た
。
北

田
会
長
ほ
か
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
の
目
的
地
、
宇
都
宮
郊
外
の
大

谷
石
採
掘
場
跡
へ
。
神
秘
的
な
巨
大
空

間
を
見
学
。
そ
の
後
長
さ
２
７
０
メ
ー

ト
ル
の
観
瀑
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

日
本
三
名
瀑
の
ひ
と
つ
、
袋
田
の
滝
に
。

高
さ
１
７
０
メ
ー
ト
ル
・
幅
70
メ
ー
ト

ル
で
、
別
名
「
四
段
の
滝
」
。
見
事
な
紅

葉
を
バ
ッ
ク
に
し
た
絶
景
を
心
ゆ
く
ま

で
見
物
し
た
あ
と
、
当
日
の
宿
う
ぐ
い

す
谷
温
泉
に
到
着
。

古
き
良
き
日
本
に

ふ
れ
る
旅

30　

相
生
喜
楽
会亘

　
源
太
郎

次
頁
に
続
く
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い
つ
も
の
暮
ら
し
に

老
人
ク
ラ
ブ

102　

仁
寿
会　

小
酒
井
　
寿
美
子

友
愛
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
様
に
は
い
つ
も

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
の

10
月
と
11
月
は
、
友
愛
ク
ラ
ブ
の
こ
と
と

私
た
ち
会
員
さ
ん
の
約
半
分
く
ら
い
の
引

越
が
重
な
り
、
ほ
ん
と
う
に
大
変
で
し
た
。

そ
れ
で
も
忙
し
い
中
で
も
輪
投
げ
大

カ
ラ
オ
ケ
の
す
す
め

91　

南
台
さ
く
ら
会田

村
　
一
俊

福
島
の
一
本
桜

37　

コ
ス
モ
ス
文
園石

川
　
枝
美

音
楽
療
法
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
セ
ラ
ピ
ー
）

と
い
う
言
葉
を
耳
目
に
ふ
れ
た
り
、
実
際

に
体
験
し
た
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
聞
い
た
り
歌
っ
た
り
す
る
と
き
の
生

理
的
・
心
理
的
ま
た
は
社
会
的
な
効
果
を

応
用
し
て
、
心
身
の
健
康
回
復
や
向
上
を

図
る
こ
と
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
区
内
の
高
齢
者
会
館
に
カ
ラ
オ

ケ
機
器
が
常
設
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
願

望
が
か
な
い
、
さ
っ
そ
く
趣
味
と
し
て

歌
っ
て
い
ま
す
。
会
員
10
名
で
同
好
会
と

し
て
、
団
体
利
用
（
月
2
回
）
さ
せ
て
い

夜
の
宴
は
あ
ん
こ
う
鍋
を
メ
イ
ン
に
し

た
山
海
の
珍
味
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、

盛
大
な
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
一
夜
を
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
た
。

翌
日
は
国
宝
白
水
阿
弥
陀
堂
に
詣
で
た

後
、
い
わ
き
市
石
炭
化
石
館
〝
ほ
る
る
〟

の
見
学
。
い
わ
き
市
内
で
発
掘
さ
れ
た
化

石
ほ
か
、
世
界
の
恐
竜
・
海
竜
・
翼
竜
等

太
古
の
世
界
に
ひ
き
こ
ま
れ
な
が
ら
見

学
。
そ
の
後
、
常
盤
炭
鉱
の
栄
え
た
あ
り

し
日
の
姿
、
幕
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

日
本
の
近
代
化
、
ま
た
戦
後
の
復
興
に
寄

与
し
た
基
盤
石
炭
産
業
を
目
の
当
た
り
に

し
て
感
無
量
。

今
回
の
旅
、
化
石
を
と
お
し
て
、
太
古

の
時
代
か
ら
昭
和
の
炭
鉱
時
代
、
ま
た
現

実
の
日
本
の
秋
、
自
然
美
、
紅
葉
を
体
験

で
き
た
こ
と
、
本
当
に
素
晴
ら
し
く
楽
し

い
旅
行
で
し
た
。

福
島
県
に
は
桜
の
名
所
が
多
い
。
立
派

な
桜
並
木
、
城
、
ま
た
は
城
跡
の
桜
に
加

え
て
、
樹
齢
数
百
年
に
も
な
る
一
本
桜
が

各
地
に
あ
る
。

福
島
県
で
は
一
本
桜
の
番
付
表
が
毎
年

作
成
さ
れ
る
。
東
の
横
綱
は
樹
齢
１
０
０

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
増
加
が
予
測
さ
れ
る
シ
ニ
ア
層
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
考
え
に
感
謝
の
念
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
１
曲
歌
う
と
１
０
０
メ
ー
ト

ル
走
行
に
匹
敵
す
る
運
動
量
に
な
り
、
有

酸
素
運
動
に
よ
る
筋
肉
の
血
管
収
縮
で
心

臓
の
動
き
が
活
発
化
し
、
内
臓
脂
肪
を
燃

焼
さ
せ
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
も
あ
る
と
い

う
説
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。

同
好
会
で
は
、
毎
月
出
る
歌
謡
曲
の
新

曲
を
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
各

自
が
曲
と
詩
を
頭
に
入
れ
る
こ
と
で
脳
ト

レ
に
も
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

な
に
よ
り
も
、
上
手

に
歌
え
た
後
の
自
己

満
足
と
高
揚
感
が
た

ま
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
実

践
さ
れ
た
ら
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

０
年
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
三
春
の
滝
桜

で
、
以
下
三
役
と
前
頭
二
十
六
枚
か
、
四

十
枚
ま
で
の
一
本
桜
が
並
ぶ
。
私
は
巨
木

が
好
き
な
の
で
、
３
年
ほ
ど
前
、
番
付
表

を
片
手
に
一
本
桜
を
め
ぐ
る
旅
に
出
た
。

寺
の
境
内
に
立
つ
桜
も
あ
れ
ば
、
西
の

横
綱
・
地
蔵
桜
の
よ
う
に
、
桜
の
下
に
地

蔵
堂
が
建
つ
例
も
あ
る
。
畑
の
中
や
小
高

い
丘
に
堂
々
と
立
つ
勇
姿
も
素
晴
ら
し

い
。昔

は
桜
の
花
を
愛
で
た
だ
け
で
な
く
、

開
花
を
見
て
作
物
の
種
を
ま
く
時
期
を
決

め
た
ら
し
い
。
番
付
表
に
は
「
種
蒔
桜
」

と
い
う
名
を
持
つ
桜
が
３
本
も
あ
る
。

他
県
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
桜
を
見

る
た
め
に
は
入
場
料
が
必
要
な
場
合
が
多

い
。
し
か
し
福
島
県
で
は
有
名
な
滝
桜
を 地蔵桜

除
け
ば
、
入
場
料
を
取
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
お
茶
を
振
る
舞
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
村
の
大
切
な
桜
を
訪
ね

て
来
た
客
人
を
も
て
な
し
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
地
元
の
人
々
の
桜
を
大
切
に
思

う
心
も
、
旅
人
に
対
す
る
親
切
さ
も
、
私

に
は
嬉
し
か
っ
た
。

福
島
県
は
広
く
、
各
地
の
桜
の
開
花
時

期
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
延
べ
３
日
か

け
て
花
見
を
し
た
が
、
名
所
の
半
分
も
行

け
な
か
っ
た
。
番
付
表
の
こ
と
を
思
う
出

す
た
び
に
、
い
つ
か
残
り
の
名
所
に
も
行

き
た
い
と
思
う
。
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ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼

　

本
誌
の
発
行
に
際
し
ま
し
て
ご
協

賛
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各

位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

平
成
が
終
わ
っ
て
新
た
な
歴
史
の

幕
開
け
も
間
近
で
す
。
昭
和
と
い
う

時
代
が
一
層
過
去
に
追
い
や
ら
れ
、

侘
し
さ
ひ
と
し
お
で
す
が
、「
人
生
１

０
０
歳
時
代
！ 

ま
だ
ま
だ
先
が
あ

る
ぞ
！
」
と
、
己
に
喝
を
入
れ
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
「
会
報
」
づ
く
り
も

新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を

目
指
し
ま
す
。 

松
本
克
二

新
し
い
松
本
広
報
部
長
の
も
と
、

会
員
の
皆
様
に
読
ん
で
、
観
て
、
楽

し
い
会
報
を
編
集
委
員
一
丸
と
な
っ

て
創
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

大
川
輝
男

横
綱
の
権
威

109　

な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ

井
森
　
正
男

土
俵
の
華
は
、
力
士
が
総
力
を
挙
げ
て

激
突
し
、
雌
雄
を
決
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

伝
統
文
化
で
あ
る
国
技
の
相
撲
は
、
人

気
が
盛
ん
で
衰
え
を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、

平
成
に
入
っ
て
か
ら
は
外
国
人
力
士
、
特

に
モ
ン
ゴ
ル
勢
に
土
俵
を
席
巻
さ
れ
、
最

高
位
ま
で
が
独
占
さ
れ
て
し
ま
い
、
日
本

人
横
綱
の
不
在
が
何
場
所
も
続
い
た
。
こ

の
状
態
に
フ
ァ
ン
や
相
撲
関
係
者
か
ら
は

忸
怩
た
る
思
い
が
募
り
、
一
日
も
早
い
日

本
人
横
綱
の
誕
生
を
待
ち
望
ん
だ
の
で
あ

る
。待

望
久
し
か
っ
た
日
本
人
横
綱
が
、
遅

き
に
失
し
た
が
、
19
年
ぶ
り
に
誕
生
し
た

の
で
あ
る
。
稀
勢
の
里
で
あ
る
。
横
綱
稀

勢
の
里
は
、
ま
さ
に
救
世
主
的
存
在
で
、

フ
ァ
ン
や
相
撲
関
係
者
の
人
気
を
一
身
に

集
め
、脚
光
を
浴
び
た
の
で
あ
る
。
そ
の
影

響
は
、
相
撲
フ
ァ
ン
ば
か
り
で
な
く
、
社
会

に
光
明
を
与
え
、
相
撲
人
気
は
い
や
が
上

に
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
で
あ
る
。

稀
勢
の
里
は
、
新
横
綱
と
し
て
注
目
さ

れ
る
な
か
、
平
成
29
年
の
三
月
場
所
で
快

調
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
で
あ
る
が
、

終
盤
に
左
肩
を
受
傷
し
て
し
ま
い
、
休
場

へ
と
暗
転
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
け

が
は
尾
を
引
き
、
や
が
て
８
場
所
連
続
の

休
場
の
や
む
な
き
に
い
た
っ
た
の
で
あ

る
。
長
期
の
休
場
は
、
力
士
に
と
っ
て
致

命
的
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
力
士
は
、
普

段
の
激
し
い
稽
古
に
よ
っ
て
体
力
を
鍛

え
、
実
力
を
養
い
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
で
本
場
所
に
臨
む
の
で
あ
ろ
う
。

勝
負
ご
と
の
要
諦
は
、
稽
古
・
練
習
で

あ
る
。
稽
古
や
練
習
の
積
み
重
ね
は
、
嘘

を
つ
か
な
い
。
そ
の
努
力
は
、
や
が
て
結

実
し
て
い
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
世
界
は
違

う
が
、
将
棋
の
第
一
人
者
羽
生
竜
王
は
現

在
で
も
、
毎
日
４
時
間
の
将
棋
の
研
究
を

怠
ら
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
勝
負
の
世
界
は
、
厳
し
く
冷
酷

で
あ
る
。
勝
者
と
敗
者
の
明
暗
は
歴
然
と

な
り
、
非
情
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
勝
負
の

掟
で
あ
る
。
勝
負
ご
と
で
厳
格
さ
が
失
わ

れ
た
ら
、
そ
の
神
髄
を
損
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。
偽
装
や
、
ま
や
か
し
が

横
行
す
る
社
会
に
あ
っ
て
勝
負
の
厳
し
さ

は
必
然
で
あ
ろ
う
。

角
界
の
頂
点
に
立
つ
横
綱
の
必
須
条
件

は
、
ま
ず
、
何
よ
り
も
強
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
気
力
、
体
力
、
そ
し
て
技
が
混

然
一
体
と
な
っ
て
充
実
す
る
こ
と
、
つ
ま

り
、
そ
れ
が
「
抜
群
の
力
量
」
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
土
俵
生
活
以
外
に
お

い
て
も
他
の
力
士
の
模
範
と
な
る
よ
う
な

高
潔
な
品
格
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

横
綱
が
幕
内
力
士
に
敗
れ
れ
ば
、
金
星
を

与
え
た
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
黒
星
が
続

け
ば
そ
れ
は
権
威
の
失
墜
に
つ
な
が
り
、

最
高
の
地
位
は
、
権
威
と
責
任
の
隣
り
合

わ
せ
で
あ
る
。

受
傷
に
よ
っ
て
、
肝
心
か
な
め
の
稽
古

が
十
分
に
で
き
な
い
稀
勢
の
里
は
、
今
や

剣
が
峰
に
立
た
さ
れ
て
い
る
な
か
、
土
俵

人
生
を
賭
け
て
出
場
を
期
す
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
再
度
の
途
中
休
場
は
許
さ
れ
な

い
状
況
の
よ
う
だ
。
こ
こ
は
諸
般
の
事
情

が
許
せ
ば
、
焦
ら
ず
、
け
が
を
完
治
し
て

出
場
し
、
緊
褌
一
番
、
頑
張
っ
て
も
ら
い
、

日
本
人
横
綱
の
意
地
を
み
せ
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
あ
る
。
〝
頑
張
れ
稀
勢
の
里
〟

 

（
平
成
30
年
12
月
寄
稿
）

会
、
日
帰
り
旅
行
、
芸
能
大
会
と
、
皆
さ

ん
に
出
て
い
た
だ
い
た
の
で
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
日
帰
り
旅
行
に
は
何
も
か
も
忘

れ
て
楽
し
く
一
日
が
過
ぎ
ま
し
た
。
天
気

に
め
ぐ
ま
れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

12
月
に
入
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
少
し

ず
つ
新
し
い
と
こ
ろ
で
い
つ
も
の
生
活
に

慣
れ
て
き
て
い

る

と

思

い

ま

す
。
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
の

で
、
体
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ

い
。

広
報
部
編
集
委
員

松
本　

克
二 

大
川　

輝
男

市
村　

峯
子 

狩
野　

景
茂

穂
積　

龍
子 

伊
谷
冨
美
子

石
塚
真
由
美

写
真 

本
多　

格
治
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２
　
《
慈
尊
会
》

氷
上
の
息
呑
む
演
技
グ
ラ
ン
プ
リ

 

赤
須
す
ゞ
よ

10
　
《
白
寿
会
》

一
徹
の
昭
和
生
れ
も
日
向
ぼ
こ

 
花
柳
喜
久
朗

峠
か
ら
吹
く
風
の
道
秋
深
し

 
辻
本　

節
美

重
ね
た
る
悲
喜
こ
も
ご
も
と
去
年
今
年

 
藤
井
千
代
子

柿
色
の
光
ま
ぶ
し
き
暮
早
し

 

勝
田　
　

孝

24
　
《
老
盛
会
》

秋
深
し
友
の
見
舞
の
本
と
菓
子

 

渡
辺　

澄
子

み
あ
げ
れ
ば
一
筋
の
雲
十
三
夜

 

鈴
木　

恭
子

な
き
友
の
し
だ
れ
き
ん
か
ん
笑
っ
て
る

 

向
井　

好
枝

29
　
《
亀
扇
会
》

は
つ
柿
や
い
つ
も
の
味
を
携
え
て

 
志
田　

久
松

33
　
《
橋
場
ク
ラ
ブ
》

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
き
え
た
ビ
ル
の
街

 
田
中
美
智
子

37
　
《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

枯
れ
菊
の
す
が
り
つ
く
花
い
じ
ら
し
く

 

石
川　

枝
美

中
秋
の
名
月
雲
と
か
く
れ
ん
ぼ

 

須
藤
美
奈
子

カ
サ
コ
ソ
と
落
葉
の
駆
け
っ
こ
何
処
迄
か

 

古
賀　

久
恵

57
　
《
白
鷺
長
寿
会
》

台
風
の
逸
れ
る
を
願
い
テ
レ
ビ
観
る

 

澤
田　

友
宏

化
粧
し
て
あ
な
た
の
訪
れ
待
っ
て
ま
す

 

鈴
木
よ
し
え

飛
行
雲
い
つ
し
か
あ
か
ね
に
と
け
こ
ん
で

 

藤
原　

幸
夫

紅
葉
散
る
夕
日
の
中
に
立
ち
尽
く
す

 

小
林
千
枝
子

冬
来
た
り
ま
わ
り
の
花
も
冬
じ
た
く

 

金
崎　

敏
保

66
　
《
幸
寿
会
》

病
の
身
生た

つ

き活
の
た
り
と
海な

ま

こ鼠
め
く

 
小
山　

栄
子

87
　
《
栄
寿
会
》

ロ
ー
カ
ル
線
停
車
の
た
び
に
赤
カ
ン
ナ

 
柳
岡　

広
子

102
　
《
仁
寿
会
》

秋
晴
れ
に
色
あ
で
や
か
な
ば
ら
の
花

 

小
酒
井
寿
美
子

住
み
古
り
し
庭
の
名
残
り
の
紅
葉
か
な

 

武
本　

敏
子

木
枯
は
今
年
も
来
な
い
と
気
象
庁

 

熊
本　

道
子

鶏
頭
花
分
厚
く
重
ね
咲
い
て
い
る

 

渡
辺　

広
子

106
　
《
中
野
歴
文
会
》

初
釜
や
濃
茶
な
め
ら
か
深
緑

 

中
庭
め
ぐ
み

鮎
解
禁
早
瀬
に
竿
を
投
げ
入
れ
り

 

安
永　

準
子

富
士
白
く
平
成
最
後
秋
の
旅

 

篠　
　

紀
子

秋
う
ら
ら
ふ
る
里
の
駅
近
代
化

 

小
林
侑
己
子

梅
の
香
に
引
か
れ
参
詣
人
の
列

 

小
結　

紳
江

遠
雷
に
聞
い
て
両
手
で
草
む
し
り

 

稲
森　

恂
子

111
　
《
野
方
こ
と
ぶ
き
会
》

そ
ば
畠
流
れ
し
雲
の
速
さ
か
な

 

谷
島　

政
子

深
大
寺
喉
越
し
清
し
走
り
蕎
麦

 

吉
田　

裕
子

中
友
連 
趣
味
の
文
芸
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24
　
《
老
盛
会
》

平
成
と
夢
を
重
ね
た
舞
一
路

 

鈴
木　

恭
子

116
　
《
寿
さ
く
ら
会
》

七
転
び
負
け
て
た
ま
る
か
八
起
き
ま
で

 

島
田　

裕
吉

川
　
柳

24　

《
老
盛
会
》

今
迄
の
経
営
の
道
正
す
よ
う

　

ゴ
ー
ン
と
響
く
は
除
夜
の
鐘
か
な

 
熊
谷
光
太
郎

37　

《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

初
詣
で
天
神
さ
ん
の
鈴
を
打
つ

　

誰
も
居
な
く
て
唯
ガ
ラ
ガ
ラ
と

 

石
川　

枝
美

102
　
《
仁
寿
会
》

歳
月
の
流
れ
は
早
く
無
き
夫

　

想
い
出
ば
か
り
夢
に
出
て

 
武
田　

節
子

104
　
《
う
ら
ら
会
》

友
と
逢
う
装
い
ま
よ
い
あ
れ
こ
れ
と

　

着
替
え
て
決
ま
り
我
の
見
栄
か
な

 
伊
藤　

幹
子

短
　
歌

朝
顔
が
今
日
の
元
気
を
呼
び
込
め
り

 

辻
岡　

清
治

秋
彼
岸
還
ら
ぬ
人
を
待
つ
夜
か
な

 

岡
村　

藤
江

寡
黙
な
る
義
父
の
好
み
し
走
り
蕎
麦

 

伊
藤　

和
子

雑
踏
に
と
け
て
銀
ブ
ラ
赤
い
羽
根

 
日
比　

芳
子

秋
の
夜
広
島
カ
ー
プ
優
勝
に

 

福
島　

和
雄

新
蕎
麦
や
忘
れ
し
は
ず
の
片
思
ひ

 

根
岸　

一
男

新
蕎
麦
の
友
と
語
り
し
至
福
時

 

赤
須
す
ゞ
よ

陽
に
向
け
て
秩
父
の
里
の
つ
る
し
柿

 

小
池　

広
子

白
小
花
散
る
や
ふ
蕎
麦
の
香
り
な
り

 

田
中　

好
枝

秋
の
空
墨
絵
ぼ
か
し
の
富
士
の
山

 

八
京
加
代
子

新
蕎
麦
や
信
濃
に
勝
る
所
あ
り

 

幸
田　

遊
子

幾
度
も
着
替
え
て
暮
れ
る
秋
日
か
な

 

嶋
田　

和
子

老
い
て
な
ほ
新
蕎
麦
す
っ
き
り
喉
通
る

 

森
山　

良
水

中野区友愛クラブ連合会

TEL.03-3228-5571

私たちと一緒に、

心豊かなシニアライフを

過ごしませんか？

中野区地域支えあい推進室地域活動推進分野内

会員募集!

映画鑑賞会
「オケ老人」

日時：５月 29 日（水）

 14:00 〜

場所：なかの ZERO 小ホール

間違って老人ばかりのアマ

チュアオーケストラに入団し、そ

の指揮者を務めるハメになった

女性教師小山千鶴（杏）の奮闘

を描いたコメディ映画。クラブ

の仲間とお誘い

あわせの上、ぜ

ひご参加くださ

い。一緒に笑っ

て楽しみましょ

う！

詳細は追って

クラブを通じて

ご案内します。
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仲間がたくさん

地区の活動

南中野

弥生

鷺宮
上鷺宮

南中野地区友連の

体力測定

弥生地区老連主催の健康講演（8頁に関連記事）

鷺宮・上鷺宮地区友連のグラウンド・ゴルフ大会（9頁に関連記事）

地域活動強化の一環として

モデル実施

南中野友愛クラブ連合会では、過去中友連の

事業として行われていた「体力測定」を９月 28

日（金）、南中野区民活動センター多目的ホール

にて、10 クラブ 70 名（中友連主催１回当りに

匹敵）が参加し実施した。

「体力測定」には６種目それぞれに専任の測定

員認定者が必要であり、中友連の体育部員総動

員他、で支援いただき、さらに南中野地域包括

支援センターさんには、「健康相談コーナー」の

設置を兼ね、血圧測定や測定結果の講評等の支

援をいただき、随所に地域で行う良さを実感した。

 （南中野友愛クラブ連合会　担当　松本　克二）
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